
 

 

 

 

 

 

 

 

第 75 回（令和８年度）広島県統計グラフコンクール 作品募集 

統計の知識を広めることと、 統計を表現する技術を高めることを目的として、統計グラフの

ポスター作品を募集します。 

テーマは自由で、小学生から一般の方まで、どなたでも応募していただけます。 

入賞作品は県庁県民ギャラリー等で展示する予定です。 

また、優秀作品は統計グラフ全国コンクールに出品します。 

 

１　応募部門　 第１部・・・小学１・２年生の作品 

    　　　　 第２部・・・小学３・４年生の作品 

    　　　　 第３部・・・小学５・６年生の作品 

    　　　　 第４部・・・中学生の作品 

    　　　　 第５部・・・小中学生のパソコン統計グラフの作品 

　　　　　　　 第６部・・・高校生以上の作品 

２　課 題　 自由（小学４年生以下の児童は、自分で観察又は調査した結果をグラフにしたもの） 

３　応募締切　 令和８年９月３日（木） 

４　入賞区分　 特選、入選、佳作（賞状・副賞を贈呈します。） 

５　主 催　 広島県、広島県統計協会 

６　後 援　 広島県教育委員会、ＮＨＫ広島放送局、中国新聞社 

７　協 賛　 アヲハタ株式会社、イオンリテール株式会社、大塚製薬株式会社中国支店、 

カゴメ株式会社中四国支店、広島駅南口開発株式会社、株式会社福屋、 

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社 

 

●参考　第 74回（令和７年度） 

広島県統計グラフコンクール実施状況 
【応募作品】　294 点　　 
【入賞作品】　40 点 

（特選６点、入選 22点、佳作 12点） 

　【特 別 賞】　成績優秀校３校、多数出品校５校

海田町立海田東小学校５年　　前田　琴子 さん 

第 74 回(令和７年度)　特選「広島県知事賞」

資 料 提 供 
令和８年６月 18 日 

課 名　 統計課 
担 当 者　 岡田 和彦 
内 線   2524 

直通電話　(082)513-2524



主催／広島県・広島県統計協会 後援／広島県教育委員会・ＮＨＫ広島放送局・中国新聞社

広島県統計課管理・普及グループ／広島県統計協会（広島県統計課内）

又は、各市町統計主管課
☎082-513-2524（ダイヤルイン）

協賛／ イオンリテール株式会社アヲハタ株式会社

第74回（令和7年度）広島県統計グラフコンクール特選作品第74回（令和7年度）広島県統計グラフコンクール特選作品

詳しくは「広島県統計課」のホームページを
ご覧ください。
広島県 統計グラフコンクール

カゴメ株式会社中四国支店 ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社
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新聞やテレビで気になること、身の回りの出来事、

興味のあることをテーマに統計グラフで表した

「ポスター作品」を募集します。

皆様からの楽しい作品をお待ちしています。

問合せ先 〒730-8511 広島市中区基町10-52

第75回［令和8年度］
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広島県統計グラフ
コンクール

広島県知事賞

海田町立海田東小学校5年
前田 琴子さん

広島駅南口開発株式会社
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あなたも挑戦してみませんか！！

大　製薬株式会社中国支店



応募部門 課　題 用紙の規格 紙質・色彩等 合作の人数
第 1 部
第 2 部
第 3 部
第 4 部
第 5 部

第 6 部

区　　分

第75回（令和8年度）広島県統計グラフコンクール作品募集要領

小学１・２年生の作品
小学３・４年生の作品
小学５・６年生の作品
中学生の作品

小中学生のパソコン統計グラフの作品
高校生以上の作品

（手描き・パソコン利用は問いません）

入賞区分等
区　　分 入賞点（校）数 賞状・副賞 そ　の　他

特　　　　選
入　　　　選
佳　　　　作

各部１点以内
各部４点以内
各部若干数

該当する
全ての学校

該当する
全ての学校

賞状、副賞（協賛品、図書カード（5,000円））
賞状、副賞（協賛品、図書カード（2,500円））
賞状、副賞（協賛品、図書カード（1,000円））

賞　　状

賞　　状

優　秀　校
（入賞作品数５点以上（予定））

多数出品校
（応募作品数20点以上（予定））

○特選作品の中から｢広島県知事賞｣「広島県教育委員会賞」「ＮＨＫ広島放送
局賞」「中国新聞社賞」「広島県統計協会会長賞」を１点ずつ決定します。
また、特選作品を掲載した「広島県統計グラフカレンダー」を作成し、関係機
関に配布する予定です。
○「特選」「入選」「佳作」には、賞状及び副賞（協賛４社提供品、図書カード）を
贈呈します。なお、副賞は、作成者の人数にかかわらず、１作品につき１つ贈
呈します。
○各部とも優秀作品を統計グラフ全国コンクールに出品します。
○入賞作品の著作権は、ホームページでの使用を含め全て広島県及び広島県
統計協会に帰属します。

2

学校長（児童・生徒等）又は本人（一般）あてに通知します。
また、ホームページ「広島県統計課｣〔https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/toukeigurahu/〕でも発表します。
入賞作品の発表に当たっては、作品のテーマ・作成者の氏名・学校名・学年を公表します。

入賞発表4

入賞者は、広島県統計功労者表彰式（令和８年11月25日（水）予定）において表彰するとともに、入賞作品を広島県庁ギャラリー（令
和８年11月18日（水）～11月26日（木）予定）で展示します。また、商業施設等（協賛３社協力）で巡回展示を開催する予定です。
入賞作品は約1年後に、それ以外の作品は審査終了後に返却します。

表彰・展示5

入賞作品のうち、統計グラフ全国コンクールに出品した全作品について、一般社団法人日本統計学会が認定する統計検定４級（活動賞）が贈られます。
資格認定6

令和８年９月３日（木）必着
応募締切3

応募作品に記載された個人情報は、個人情報の保護に関する法律に基づいて適正に管理し、本事業目的以外では使用しません。
個人情報の取り扱い8

①応募作品は、自分で創作したもので未発表のものに限ります。 また、生成 AI（人工知能）を利用して制作した作品は認めません。
②他の人が作成したイラスト（漫画・ゲーム等のキャラクター（ゆるキャラ含む）・五輪マークなど）や写真等を使用しないでください。
（利用許諾の有無にかかわらず、第三者（応募者以外の者）が作成した著作物の全部又は一部の使用を禁じます。）
また、企業名や商品名も使用しないでください。

③応募作品の裏面に、住所（学校所在地又は勤務先でも可）、氏名、学校名、学
年又は職業を明記してください。なお、学校名及び氏名は正しい字体で書き
（略字は使わない）、必ず「ふりがな」を付けてください。
④ 観察・調査の記録又は作品に使用した統計表（取材資料）は、B5 判又はA4
判の用紙に記載し、作品の裏面下部に右の例のように貼り付けてください。
また、統計表（取材資料）が３枚以上になる場合には、応募する区分、学校名、
学年、作成者氏名を封筒に記載し、作品には貼り付けずに提出してください。

⑤自己の観察又は調査によらないで、外から資料を得た場合は、その取材資料の出所を作品表面の適宜の位置に明記してください。
※インターネットによる資料を統計資料とする場合は、ＵＲＬ及びホームページ名を作品表面上の適宜の位置に明記してください。
⑥小中学生の作品で、グラフ部分をパソコンで作成したものは、第５部に応募してください。
⑦１人何点応募してもかまいませんが、２枚以上にわたる「シリーズ作品」は認めません。
⑧切紙又は折紙をのり付けした作品、絵の具やポスターカラーを厚く塗り重ねた作品については、はがれ落ちることがないよう、十分注
意、点検をしてください。

グラフの表面
B2判

B5判又はA4判

（例）横長の場合
　　（縦長に用いてもよい）

統計表又は
観察・調査の記録

（のりしろ） 3cm

応募上の注意7

応募部門等1

自　由
※小学４年生以下
の児童は、自分で
観察又は調査し
た結果をグラフに
したもの

仕上げ寸法
72.8cm×51.5cm
（Ｂ２判）

（用紙は貼り合わ
せでもＢ２判で
あれば可）

※規格外の作品につい
ては、審査の対象外とし
ます。

自　由
※板張り（パネル
仕上げ）やセロハ
ンカバーなどは
認めません。

１作品５人以内、
作成者全員の
学年及び
氏名を記入

広島県統計課管理・普及グループ 又は 広島県統計協会（広島県統計課内）
〒730-8511 広島市中区基町10-52  ☎082-513-2524（ダイヤルイン）

提出先

※第１部～第４部は、グラフ部分をパソコンで作成した作品は含みません。
※義務教育学校の前期課程は小学生、後期課程は中学生に、中等教育学校の前期課程は中学生、後期課程は高校生に、特別支援学校の小学部、中学部、高等部はそれぞれ小学生、
　中学生、高校生に、短期大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校は高校生以上に相当するものとします。


